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目にわたるパス係数は， 0.32から 0.91 と，しづ.rl1 も ~p
等授から高いf療を示した.モデル漉ff支は， GFI=O.95. 
AGFI=O.91と潟い僚を示し，測定項目の妥当性.が線
認された. また，モデルfλHこ存在するパスは男女間で
…致せず，関子不変(測定不変)は成立しなかった........
次照子分析の結栄，体力と下役領域との!渇のパス係数
は.0.52以上の中程度から高い{患が得られた. また.
モデルの適合度は.GFI=0.95， AGFI=O望89とおい
懐を示し.勢女ともに体力の二:次j羽子構造が検5まされ
た.多議指標モデルにおけるモデル適合!支はGFIご0.95，
AGFt:;，O.89. といずれも良好な伎を示し， J翠動を発現
する能力が運動を潟殺する能力および遼.動を;持続する
能力に大きな影響を与えていることが検読された.
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